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２　事業評価の概要
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３　中間評価（事業の進捗状況）

４　終了時評価（事業の達成状況）

５　指標

単位 目標値

実績値

単位 目標値

実績値

単位 目標値

実績値

６　視点評価及び総合評価

視点 視点

７　今後の実施方針等

施策目標
生活環境の改善や河川などの水質を保全するため、下水道（汚水）の整備が進んでいない地域においては、引き続
き、下水道（汚水）の整備に取り組みます。

施　策
道路幅員が狭い場合や地下埋設物の影響などにより、下水道管を埋設する工事が難しい場所については、効率的な
整備方法を検討するとともに、新工法の採用について研究します。

取組内容、数値
目標及び

スケジュール
（単年度）

・新工法説明会等に参加し研究を進めるとともに、情報共有を行います。
・道路工事調整会議への出席やガス事業者等の他埋設企業からの事前協議書の確認を行い、下水道管工事に支障
をきたさないよう情報共有を行います。

下水道建設課

Ⅰ　快適な生活環境の実現
1　生活環境の改善や河川の水質保
全に努めます

②　整備困難地域における下水道（汚水）整備の検討

項目 内容

期間 令和5年4月 令和6年3月

予算額
決算額

予算額

事業費計 0 0 0

原材料費 0 0

決算額 執行率

単位：千円 総事業費 収益的支出 資本的支出 総事業費 収益的支出 資本的支出 単位：％

0 0 0 　

工事費 0 0 0 　

0 　

　

賃借料 0 0 0 　

委託料 0 0 0

執行状況
上半期執行額 -

事業進捗度 B 予定どおりの進捗
上半期執行率 -

　

人件費 3,239 3,239 100%

その他 0 0 0

指標 R4 R5 R6

進捗状況

・道路幅員が狭い場合や、地下埋設物の影響などにより、下水道管の埋設工事が難しい場所の工法について、課内で情報共有を
行いました。
・道路工事調整会議やガス事業者等の他埋設企業からの事前協議書の確認を行い下水道管工事に支障をきたさないよう、情報共
有を行いました。

達成状況

・道路幅員が狭い場合や、地下埋設物の影響などにより、下水道管の埋設工事が難しい場所の工法について、課内で情報共有を
行いました。
・道路工事調整会議やガス事業者等の他埋設企業からの事前協議書の確認を行い下水道管工事に支障をきたさないよう、情報共
有を行いました。

算出式・根拠 (下水道処理区域内人口/行政人口)×100 88.49 88.80

指標名 下水道処理人口普及率 ％ 88.56 88.89

算出式・根拠

指標名

算出式・根拠

指標名

評価項目 視点評価 評価項目 視点評価

有効性
説明
責任

指標や目標値の達成度 B 意見や苦情に対する適切な対応 B

目的に対する実施内容 A 情報発信の実施 B

投入した費用・労力に対する成果 B 知識の伝達 B

今後の実施方針

道路幅員が狭い場合や、地下埋設物の影響等により、下水道管を埋設する工事が難しい場所について、引き続
き効率的な整備方法を検討するとともに、新工法の採用について研究します。

現状維持で継続

評価理由（特記事項） 総合評価

下水道工事に係る工法等の情報共有をさらに高めていき、早期の下水道整備に努めます。

事業を実施する上での課題及び改善方針

効率性
組織
学習

業務のプロセス改善（創意工夫） B 職員の知識向上のための取組み B

B


